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リサイクルボードの開発と経緯

　愛媛県四国中央市の三木特種製紙株式会社は、木材パルプ、非木材パルプ、合成繊維

などの特殊パルプを原料として,特殊紙を生産しており、同社のグループ加工工場では、

その特殊紙にラミネート加工、着色加工などを行っている。同社グループの特殊紙製造工

程で発生する不適合品や加工損紙は原料に戻すことができないため、産業廃棄物と

ならざるを得ない。このような事情から、同社グループで発生する廃棄物を原料とする

リサイクルボード生産システムの開発に着手した。

　グループで排出される廃棄物処理を目的として、平成3年にエム・アイ・ケイボード

株式会社を設立し、ポリエチレン、ポリプロピレンの不織布、フィルムの廃棄物と再生

不可損紙を混合／加熱／加圧することにより、強靭なリサイクルボードを連続的に生産

する技術を開発し、生産を開始した。

　現在、包装材料、梱包緩衝材、土木資材等に使用されており、平成８年には木材合板

に代わるコンクリート型枠材料としてのリサイクルボードを生産する技術を生み出した。

　平成8年、樹脂補強繊維板の連続生産装置として、特許を取得（特許第2037145号）、

平成10年にはＵＳＡパテント（NUB5776511）及び中華民国パテント（NUB092757）

を取得した。

　このリサイクルボードは、きめ細かな分別排出、選別に依存せずにリサイクルを行う

ことが出来る方法であり、古紙、廃プラスチック類、木材廃材の再資源化という点で有

効な技術である。

　また、このリサイクルボードは、再生が可能であり、何回でもリサイクルでき、焼却

処理をしないため、ダイオキシン／二酸化炭素対策となり、さらに、木材合板の代替と

しての森林保全という一石二鳥の材料ということが出来る。
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リサイクルボード原料リサイクルボード原料

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

原料袋原料袋

紙くず紙くず木木くずくず

ラミネート紙ラミネート紙 フィルムくずフィルムくず

üü骨材骨材　 【古紙　・　木【古紙　・　木くずくず】　（】　（3535～～4545％）％）

　　　　　製紙原料としては不適当な古紙としてあまり利用されていないラミネート製紙原料としては不適当な古紙としてあまり利用されていないラミネート
　　　　　紙、樹脂含浸紙、ターポリン紙、カーボン紙、感熱紙、マンガ本、週刊誌、　　　　　紙、樹脂含浸紙、ターポリン紙、カーボン紙、感熱紙、マンガ本、週刊誌、
　　　　　　　　　　

　　　　　アート紙、電話帳等、背糊断裁屑等を骨材として使用する。　　　　　アート紙、電話帳等、背糊断裁屑等を骨材として使用する。

üü融着バインダー融着バインダー 【熱可塑性樹脂】　（【熱可塑性樹脂】　（5555～～6565％）％）
　　　　　樹脂の融点がポリエチレンの１１０℃～６ナイロンの２０５℃の間にある樹脂の融点がポリエチレンの１１０℃～６ナイロンの２０５℃の間にある
　　

　　　　　ものであれば、融着バインダーになる。　主にポリプロピレン・ポリエチ　　　　　ものであれば、融着バインダーになる。　主にポリプロピレン・ポリエチ
　　　　　レン等。　　　　　レン等。
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